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1･ジメチルジオキシラン(以下 DMD)(Fig.1)は強力な酸

化剤として､オレフィンのエポキシ化を初め､様々な反応に用

いられている非常に反応性の高い試薬である｡このことから､::> く 07

糖ベンジリデンアセタール現の酸化的開裂反応にも通用可能で FW DMD

あると考えられるが,これまでに詳細な報告例はない｡塘アセタール環の酸化

的開裂反応は既にいくつか報告されているが､DMDを用いる場合､収率の向

上が期待できるなどの利点を持っている｡そこで塘ベンジリデンアセタールに

対する反応性や共存官能基-の影響を明らかにするため検討を行った｡
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2,3.基質として塘化学におい

て多用されている官能基を持つ1

-10を用いて､検討を行った｡そ
の結果､10ではベンジル基の脱保

警 空,b竺完 芸芸 1･諾 豊 lTa こ1｡R ;･;T.:=RR,,=tBHZ,･RR:f=,H7
-9aとlb～9bが高収率で得られた｡その際､アセタール現開裂の位置選択

性に一定の規則性は認められなかった｡

以上のことから､DMDが糖アセタール現の酸化的開裂反応に有用であるこ

とが明らかになった｡
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